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そば・バラ・徳内ばやしのまち

次の世代に引き継ぐ魅力ある村山市
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AMP2019、むらやま徳内まつり
最上川S

スマイル

-mileマラソン、市営バス利用促進、子育てと福祉のための手当紹介　ほか

ROSE CAMP公開演技会でリボン種目を演じるブルガリア新体操ナショナルチームのボリャナ・カレイン選手
 ＜7月15日　市民体育館＞
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練習に熱い視線を送る児童たち

2019

東京2020オリンピック　ブルガリア新体操チーム事前合宿

　ブルガリア新体操ナショナルチーム27人（選手15人、スタッフ12人）が、7月6日から16日まで、東京2020

オリンピックに向けた事前合宿ROSE CAMP2019を市民体育館で開催しました。ROSE CAMPの開催は、今年

で3回目となります。東京2020オリンピックを来年に控え、選手たちは懸命にトレーニングを行いました。

　ブルガリア新体操ナショナルチームは、既に団体種目で東京2020オリンピックの出場権を獲得。個人種目

は、9月の世界選手権の結果で、出場権を得ることができます。市民皆さんで、選手たちを応援しましょう。

歓迎レセプション

　7月6日、甑葉プラザで歓迎レセプションを開催しま

した。志布市長は「来年のオリンピックに向け、よい

キャンプにしてほしい。ROSE CAMPへ協力してくだ

さる皆様に本当に感謝している」とあいさつ。選手団

には、市から東京2020応援タオルと新規参加者へ日本

人形を、県からは、お米30キログラム（つや姫、雪若

丸）がプレゼントされました。村山三曲協会の皆さん

の演奏、民舞楽友会の皆さんによる五輪音頭の踊りが

会場を盛り上げ、最後は、正徳会の皆さんの三味線演

奏と歌で、来場者全員で花笠踊りを楽しみました。

　7月9日、10日、12日は市内小中学

生が練習を見学しました。

　キャンプ期間中、選手・コーチ陣がむらやま新体操教室の生徒に直

接指導を行いました。

■問合せ／東京オリンピック・パラリンピック交流課  ☎内線361

小中学生の練習見学むらやま新体操教室の生徒を指導

日本人形を貰ってニッコリ市から応援タオルのプレゼント花笠を持って記念撮影
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特集　ROSE CAMP2019

　7月11日は、練習オフの日でした。選手た

ちは、最上川三難所舟下りを堪能。その後、

大久保地域市民センターへ移動し、流しそう

めん、スイカ割り、琴の演奏などを楽しんだ

後、東沢バラ公園を散策しました。

　7月15日、市民体育館で公開演技会

を開催しました。前売券が売り切れる

ほどの盛況ぶりで約2,000人が来場。

ブルガリア新体操チームと賛助出演の

日本女子体育大学新体操部の皆さんに

よる華麗な演技が、観客を魅了しまし

た。この日は、楯岡中学校新体操部の

皆さんが応援を先導し、会場が一体と

なり選手に声援を送りました。

　ROSE CAMP2019へのご協力ありがとうござ

いました。のぼり旗を購入した方は保管してい

ただき、来年のROSE CAMP2020で活用くださ

るようお願いします。

練習オフの日　市内を満喫

最上川三難所舟下り 東沢バラ公園を散策 大久保小学校琴クラブの皆さんとふれあい

初めての流しそうめん スイカ割りでは棒が折れるハプニングも

公開演技会

　7 月 15 日、クアハウス碁点でファンクラブ主催のロザ

パルティ（お別れパーティー）を開催。お土産の贈呈やファ

ンクラブから選手へのエールで別れを惜しみました。

ロザパルティ

日本女子体育大学新体操部新体操教室生徒たちの踊りで選手たちが退場

選手へ熱烈なエールサイン会も実施

楯岡中学校部新体操部の応援
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◆まつり駐車場とシャトルバス、臨時列車

＜まつり駐車場＞

　市民会館、北村山地域振興局、楯岡中学校、市役所、

　山形丸魚ほか

※駐車場（楯岡中学校、市役所を除く）からは片道100円

のシャトルバスを運行します。

シャトルバスの運行時間

24日(土) 17:30～21:30

25日(日) 15:00～20:00

＜臨時列車＞

　23日(金)、24日(土)は臨時列車が運行されます。

臨時列車時刻（上り村山駅→山形駅）23日・24日共通

村山駅 さくらんぼ東根駅 天童駅 山形駅

21:00 21:06 21:15 21:39

◆環境ボランティア募集

　まつりの熱気を感じながら清掃活動に取り組んで

みませんか。どなたでも都合のよい日に参加するこ

とができます。参加できる日にお集まりください。

■日時

・23日(金)、24日(土)

　18:00～21:00（17:50集合）

・25日(日)

　16:00～19:30（15:50集合）

■集合場所

　十日町ポケットパーク（村山郵便局向かい）

■活動内容　会場内のごみ収集、ごみ箱管理など

※集合時に環境スタッフ証とごみ袋をお渡しします。

■問合せ／むらやま徳内まつり実行委員会環境部会

　　　　　（市民環境課内）☎内線116
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特集　むらやま徳内まつり

8月23日(金)

　ふれあい広場特設ステージで団体の紹介や演舞を披露します。

時間 行事 会場

14:30～21:00
地元出店市
大露店市

楯岡商店街
甑葉プラザ
西浦通り

18:00～18:30
まつり安全・成功祈願
団体合同の奉納演舞

特設ステージ

18:30～19:00
Pop♡Candy's
みんなでパプリカを踊ろう

19:00～19:45 Ｍ-１グランプリ発表※

19:45～20:30 Skipのライブ

20:30～21:00 宵まつりフィナーレ

8月24日(土)

　　25日(日)

　両日に全団体が出演し、踊りや山車を披露します。

時間 行事 会場

14:30～21:00
地元出店市
大露店市

楯岡商店街
甑葉プラザ
西浦通り

16:00～16:30 県民踊協会の踊り

特設ステージ16:30～16:50 A
ア　ビ

BBYのライブ※

16:50～17:10 Branch Riverのライブ※

18:00～21:00 徳内ばやし共演
楯岡商店街
ふれあい通り
特設ステージ

※アマチュアバンド

24日(土)

時間 行事 会場

12:30～20:00
地元出店市
大露店市

楯岡商店街
甑葉プラザ
西浦通り

14:30～15:00 居合道演武会

特設ステージ15:00～15:30 よしこの塩竈踊り(塩竈市)

15:30～15:45
楯岡特別支援学校の
徳内ばやし

16:00～19:30
徳内ばやし共演
葵睦会みこし

楯岡商店街
ふれあい通り
特設ステージ

25日(日)

徳内まつりポスター展
　むらやま徳内まつり開催期間中に、歴代の徳内まつ

りのポスターを展示します。ぜひ、ご覧ください。

日時　8月23日(金)～25日(日)　　9:00～21:00

会場　甑葉プラザ　甑葉ホール

■問合せ／甑葉プラザ  ☎(52)3531

宵まつり 24、25日

(土)、(日)

本まつり

25日
(日)

宮城県

　塩竈市のよしこの塩竈踊りを披露します。また、会

場内では塩竈市の物産も販売します。

塩竈市の踊り、物産販売

むらやま徳内まつり2019スケジュール

※Ｍ-１(ムラワン)グランプリについての詳細は、16ページの

「まちの話題」をご覧ください。

北海道

　北海道厚岸町の獅子舞がやってきます。

　24日(土)はステージ17:50と19:00、25日(日)はパ

レードに出演します。

厚岸町による獅子舞

■問合せ／
むらやま徳内まつり実行委員会事務局
（商工観光課内）☎内線155

【車両通行止禁止区間】

23日
(金)

ふれあい通り 17:30～21:30

西浦通り 14:00～21:30

24日
(土)

商店街通り・ふれあい通り・駅前通り 17:30～21:30

西浦通り 14:00～21:30

25日
(日)

商店街通り・ふれあい通り・駅前通り 15:30～20:00

西浦通り 12:00～20:30
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10マイルコース

5マイルコース

※1マイルは約1.6㎞です。

規制区間 規制時間 規制内容

～
市道碁点大槇水口線

7:50～  9:20 車両通行止

9:20～10:40 片側通行止

～ 7:50～  8:25 車両通行止

～ 県道大久保村山停車場線 8:30～  9:10 片側交互通行

～ 市道最上川遊歩道２号線 8:35～  9:15 全面通行止

～ 市道最上川遊歩道１号線 8:35～  9:30 全面通行止

～ 市道浮沼大槇線 8:40～10:20 車両通行止

～ 市道下組道六線 8:45～  9:25 車両通行止

～ 市道下組道六線・県道東根長島線 8:45～  9:50 片側通行止

～ 県道東根長島線
8:40～  9:50 車両通行止

9:50～10:20 片側通行止

～ 市道後原線
8:40～  9:50 車両通行止

9:50～10:20 片側通行止

～ 市道沖みかの瀬線 8:55～10:00 片側通行止

～
市道鹿ノ子農免線
市道驚滝共栄線

9:00～10:20 車両通行止

～ 市道船橋線 9:00～10:25 車両通行止

～ 市道最上川遊歩道１号線 8:00～10:35 全面通行止

１
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５

６

９

2

２
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８

全国から参加するランナーにご声援ください

第5回 最上川S
ス　マ　イ　ル

-mileマラソン

係員や交通規制看板を配置していますので、
指示に従ってくださるようお願いします。

■問合せ／東京オリンピック・パラリンピック交流課スポーツ振興係  ☎内線363

8月18日(日)
■大会スケジュール
  7：40～ 開会宣言
  8：00～ 2マイルスタート

  8：30～ 10マイルスタート

  8：50～ 5マイルスタート

  9：10～ 1マイルスタート

  9：11～ 1マイル(ファミリー)スタート

10：40 競技終了

スタート地点：碁点交差点の北側

ゴール地点：市民体育館駐車場

　真夏の市民マラソン大会「最上川S-mileマラソン」。最長10マイル

（約16ｋｍ）のコースを全国から参加する約1,500人のランナーが、最

上川の絶景を眺めながら駆け抜けます。

　ゲストランナーに

は月刊ランナーズ表

紙モデルとして活躍

する森川千明さんを

お招きします。

　全国のランナーの

皆さんへ温かいご声

援をお願いします。
ゲストランナー

森川千明さん

＜プロフィール＞

　1,500ｍでは日本歴代

9位の記録を持ち、マラ

ソンでも2時間46分37

秒の記録で優勝した経験

を持つ実力派モデル。

交通規制へのご協力をお願いします

最
上
川
ス
マ
イ
ル
マ
ラ
ソ
ン
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市営バスを
利用しよう

　市では、JR や山交バスなどの交通機関がない地域において、市

営バスや乗合タクシーを運行しています。いずれも、通勤や通学

だけでなくお年寄りの通院や買い物などに欠かせない手段です。

しかし、近年、人口の減少や高校生の送り迎えの増加などで、右

記グラフのとおり、市営バスの利用者は減少する傾向にあります。

　今年の4月から市営バスの料金については、1回200円から

100円に値下げし、さらに、70歳以上、高校生以下、障がい者

の方は無料としました。また、買物難民解消のため、平成28年

から開始した大型スーパーや商店街を回る買物バスは、今年度か

ら市営バスとして本格的に運行を始めました。特に、楯岡地域に

おいては市役所まで路線を延長するなど、より便利で使いやすい

市営バスとなるように取り組みを進めています。市民の皆さんの足としてぜひ、ご利用ください。

■問合せ／市民環境課生活環境係  ☎内線116

※詳細は、市民の友4月1日号折り込みチラシまたは市ホームページをご覧ください。

停留所 1 便 2 便 3 便 4 便 路線名 停留所 1 便 2 便 3 便

大鳥居 ー 7:40 9:15 14:10

山の内～北村山公立病院線

（一部長島経由）

北村山公立病院 ー 13:00 17:20

富並 6:29 7:49 9:24 14:19 村山駅 ( 東口 ) 7:00 13:05 17:25

長島 ↓ 8:13 ↓ ↓ 長島 ↓ 13:28 ↓

村山駅 ( 東口 ) 6:57 8:36 9:52 14:47 富並 7:28 13:52 17:53

北村山公立病院 ー 8:41 9:57 14:52 大鳥居 7:37 14:01 18:02

停留所 1 便 2 便 路線名 停留所 1 便 2 便

大高根保育園 ー 9:00

富並～河北病院線

谷地待合所 13:10 16:50

白鳥 7:40 9:10 白鳥 13:31 17:11

谷地待合所 8:01 9:31 大高根保育園 13:41 17:21

停留所 1 便 路線名

村山駅 ( 東口 ) 18:40

村山駅～大槇～富並線大槇会館 18:53

大高根保育園 19:09

停留所 1 便 2 便 路線名 停留所 1 便 2 便

ひばり保育園 9:50 14:50
楯岡北町～市役所線

村山市役所 11:32 16:32

村山市役所 10:23 15:23 ひばり保育園 12:05 17:05

停留所 1 便 2 便 路線名 停留所 1 便 2 便

宮下公民館 9:00 14:00
白鳥宮下～村山駅 ( 西口 ) 線

村山駅 ( 西口 ) 10:40 15:40

村山駅 ( 西口 ) 9:32 14:32 宮下公民館 11:12 16:12

　市営バスの中には、利用者が極端に少ない便もあります。このような便については、市としても廃止や休止などを検

討せざるを得なくなる状況です。高校生の駅や学校までの行き帰りに利用できるバスもあります。沿線の皆さんは、自

家用車での送り迎えだけでなく、市営バスの利用もぜひ、お考えください。

■乗って守ろう地域の足

1回100円

70歳以上、
高校生以下、
障がい者の方は、

無 料

市営バス利用者数（人）市営バス利用者数（人）
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26年度

平成

27年度
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7,7937,793 7,6457,645

6,0136,013 6,0136,013

8,3198,319
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■問合せ／児童扶養手当・特別児童扶養手当について　　子育て支援課家庭支援係　☎内線161・162

　　　　　障害児福祉手当・特別障害者手当について　　福祉課生活福祉係　　　　☎内線146

子育てと福祉のための手当を紹介します

児童扶養手当

　児童を養育している母子・父子家庭などを支援します。

■支給対象
　18歳未満の児童または20歳未満の障がい児を養育し

ており、以下のいずれかに該当する方

・ひとり親家庭の父または母

・父母に代わる養育者

・配偶者が重度の障がいと認定された父または母

■支給月額

・児童1人の場合　10,120円～42,910円

・児童2人目の加算額　5,070円～10,140円

・児童3人目以降の加算額（1人につき）　3,040円～6,080円

特別児童扶養手当

　知的障がいまたは身体の障がいの状態にある児童を養

育している保護者などを支援します。

■支給対象

　20歳未満の障がい児を養育している父または母

■支給月額　1級  52,200円　2級  34,770円

障害児福祉手当

　重度の障がい児を支援します。

■支給対象

　20歳未満で重度の障がいがあるため、日常生活におい

て常時介護を必要とする障がい児。

※施設入所者を除く

■支給月額　14,790円

特別障害者手当

　重度の在宅障がい者を支援します。

■支給対象

　20歳以上で著しい重度の障がいがあるため、常時特別

の介護を必要とする在宅の障がい者。

※施設入所者や病院などに3か月以上入院している方を除く

■支給月額　27,200円

現況届を忘れずに

　現在、手当の認定を受けている方は、手当の

支給要件確認のため、毎年8月に現況届の提出が

必要です。忘れずに手続きをしてください。

■児童扶養手当、特別児童扶養手当について

　受付場所　子育て支援課

　受付日時　8月1日(木)～30日(金)の平日

　　　　　　8:30～17:15

■障害児福祉手当、特別障害者手当について

　受付場所　福祉課

　受付日時　8月13日(火)～9月10日(火)の平日

　　　　　　8:30～17:15

※8月19日(月)はすべての受付時間を午後7時ま

で延長します。

出張ハローワーク！

ひとり親全力サポートキャンペーン

　児童扶養手当の現況届提出の際に、求職に対す

る相談に応じられるよう、ハローワークむらやま

の臨時窓口を開設します。

　「仕事が見つからない」「今の仕事より条件の良

い仕事はないか」「もう一つ仕事を探している」な

ど仕事についての悩みを気軽にご相談ください。

■期日　8月16日(金)

■時間　10:00～12:00、13:00～15:00

■会場　子育て支援課相談室

■問合せ／ハローワークむらやま　☎(55)8609

　以下の手当については、すべて受給者・扶養義務者の所得制限があります。

11月分からは、奇数月に年6回、各2か月分を
受け取ることができます。

　児童扶養手当法の一部改正により、支給回数について

これまでの4か月分ずつ年3回から、11月分から、奇数

月に2か月分ずつ年6回の支給に見直されます。

未婚の児童扶養手当受給者の方に、給付金が
支給されます。

　児童扶養手当の受給者のうち、未婚のひとり親の方に

対し、臨時・特別の措置として、17,500円の給付金を

支給します。

子
育
て
と
福
祉
の
手
当
紹
介
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子育て応援情報 ～交流イベント・講座情報～

表記の説明　　 対 対象　 日 日時　 会 会場　 内 内容　 費 費用　 申 事前申込　 他 その他

※参加費の記載のないイベントは無料です。

どんぐり広場 ☎(57)2429
子育て支援センター

子
育
て
応
援
情
報

子育て支援課 ☎内線162
村山市役所

　 ぐんぐん ☎(56)2002
子育て支援センター

日  8月2日(金)　10:30～11:00受付

会  ポポーのひろば

内  未就学児の身長・体重測定

ひだまり保健室 対  子育て中の方、おじいちゃん、

おばあちゃんどなたでもどうぞ

日  ①8月7日(水)　②8月21日(水) 

　 9:30～11:30

会  ふたば大高根保育園

内  ①じゃがいも掘りをします。

②秋の野菜を植えよう！

地域交流の場  じばサロン

対  保育施設等入所前の親子

日  ①8月20日(火)　②8月27日(火)

③8月30日(金)  9:00～11:00

会  ①ちぐさ認定こども園

②冨本認定こども園

③西郷認定こども園

屋内の遊び場として開放
保育施設無料開放日

対  小学校入学前の親子

日  8月29日(木)　10:30～11:30

会  ふたば大高根保育園

内  わらべうたで遊びましょう。

他  講師　よみきかせ隊あめいつもはれ

育児講座「絵本とわらべうた」

対  保育施設等入所前の親子

日  8月30日(金)　10:00～11:30

会  ふたば袖崎保育園

内  お祭りごっこをしましょう。

出前保育  ころころランド

対  市内在住で生後5か月までの親子

日  8月30日(金)　10:00～12:00

会  ポポーのひろば　　　 申  必要

プレ・ファミサポくらぶ
「はじめての足形」

対  保育施設等入所前の親子

日  8月8日(木)　9:30～11:30

会  戸沢保育園

内  遊びの広場、身長・体重測定、

お誕生会、体操、手遊び、絵本

の読み聞かせのほか、育児相談

もできます。

わくわく広場

対  どなたでもどうぞ

日  8月31日(土)　10:00～11:00

会  甑葉プラザ2階研修室

内  わらべうたや絵本の世界を楽し

みましょう。

他  講師　渡邉裕子氏

育児講座  わらべうた・絵本の世界

対  子育て家庭の方（妊娠期～幼児期）

日  ①8月10日(土)　②8月20日(火)

③8月30日(金)　10:00～11:30

会  なかよしルーム

利用者支援「そうだん会」

対  小学生までの親子

日  8月3日(土)　10:30～11:30

会  なかよしルーム　　　　

内  地域の方が楽しい遊びを提供　

夏のくるみの楽校

対  保育施設等入所前の親子

日  8月30日(金)　9:30～11:30

会  西郷認定こども園

内  遊びの広場、お誕生会、体操、手

遊び、絵本の読み聞かせ、季節の

工作、おやつの時間、育児相談、

保育施設の見学もできます。

ぐんぐんの  出前保育

対  ひろば利用者

日  8月28日(水)　11:45～12:00

会  ポポーのひろば　　

他  8月生まれ(3歳まで)のお子さんの

お誕生手形の受付は10:30まで

8月生まれのお誕生会

対  市内保育施設に入園を検討している親子

日  9月6日(金)　10:00～11:30

会  甑葉プラザ2階研修室　　

内  入園にあたり心配なことを解決

しましょう。1歳以上託児有。

申  必要(8月10日締切)

利用者支援「園ってどんなとこ？」

対  小学校入学前の親子

日  8月17日(土)　9:30～12:00

会  戸沢保育園

内  遊びの広場、お誕生会、体操、

手遊び、絵本の読み聞かせのほ

か育児相談もできます。

他  弁当を食べながら交流もできます。

ぐんぐん広場

対  1歳以上の親子

日  8月7日(水)　10:00～12:00

会  徳内ひろば　　　　　 申  必要

内  マスのつかみ取りをした後、み

んなで焼いて食べましょう。

費  大人200円、子ども100円

おさかなカフェ

対  平成30年8月以降生まれの親子

日  8月21日(水)　10:30～11:30

会  なかよしルーム　　　 申  必要

内  ママ同士の交流や読み聞かせなど

Babyママカフェ

ポポーのひろば ☎(53)0901
子育て支援センター

※8月23日（金）から25日（日）の午後は
　むらやま徳内まつりのため休館
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む
ら
や
ま
し
縁
結
び
た
い
募
集

▼
む
ら
や
ま
し
縁
結
び
た
い
と
は

　

む
ら
や
ま
し
縁
結
び
た
い
は
、
平
成

25
年
11
月
1
日
に
発
足
し
、
現
在
、
5

人
の
メ
ン
バ
ー
が
日
々
活
動
し
て
い
ま

す
。
メ
ン
バ
ー
は
、
結
婚
を
希
望
す
る

独
身
男
女
の
出
会
い
の
機
会
づ
く
り
の

た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
仲
人
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
結
婚
を
希
望
し
て
い
る

方
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

▼
主
な
活
動

　

月
に
一
回
、
結
婚
を
希
望
し
て
い
る

方
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
持
ち
寄
り
、
情

報
交
換
会
を
行
い
、
メ
ン
バ
ー
同
士
の

連
携
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
基
に
、
相
談
者
の

条
件
に
合
う
方
や
性
格
・
趣
味
な
ど
が

合
う
方
を
探
し
ま
す
。
そ
の
後
、
相
談

者
と
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、
お
見
合
い

の
場
を
設
定
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課
家
庭
支
援
係  

☎
内
線

162

む
ら
や
ま
し
縁
結
び
た
い
募
集

結
婚
へ
つ
な
ぐ  
仲
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

メ
ン
バ
ー
は
、
毎
年
市
が
開
催
す
る

研
修
会
に
参
加
し
て
お
り
、
仲
人
活
動

に
興
味
が
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
中
に
は
研
修
会
に
参
加

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
仲
人
活
動
に

興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
現
在
一
緒

に
活
動
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

　

研
修
会
は
今
年
度
も
開
催
予
定
で

す
。
詳
細
は
決
ま
り
次
第
、
市
民
の
友

や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

興
味
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
実
績
報
告

　

平
成
30
年
度
の
お
見
合
い
件
数
は
26

件
で
し
た
。
成
婚
実
績
と
し
て
は
少
数

組
で
し
た
が
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

▼
メ
ン
バ
ー
か
ら
み
な
さ
ん
へ

■
海
老
名
昭
夫
さ
ん
（
冨
本
）

　

☎
０
９
０
（
１
４
９
８
）
７
８
９
１

　

幅
広
い
世
代
の
方
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。
み
ん
な
考
え
方
が
違
い
、

大
変
な
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
や
り
が

い
が
あ
り
ま
す
。
将
来
の
村
山
市
の
た

め
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
丹
野
照
子
さ
ん
（
楯
岡
）

　

☎
０
８
０
（
１
８
４
２
）
９
７
９
３

　

微
力
な
が
ら
出
会
い
の
場
作
り
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の

情
報
を
求
め
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
私
た

ち
と
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

■
高
梨
み
よ
さ
ん
（
楯
岡
）

　

☎
０
９
０
（
８
２
５
７
）
４
２
６
１

 

（
午
前
9
時
～
午
後
4
時
）

　

皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
瀧
田
順
子
さ
ん
（
楯
岡
）

　

☎
０
９
０
（
２
９
８
３
）
０
５
２
４

　

出
会
い
の
チ
ャ
ン
ス
を
作
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。
仲
間
が
増
え
れ
ば
チ
ャ

ン
ス
も
増
え
る
は
ず
。
ぜ
ひ
、
私
達
と

一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

■
青
木
八
栄
子
さ
ん
（
冨
本
）

　

☎
０
９
０
（
５
８
４
４
）
０
３
３
１

　

村
山
市
の
明
る
い
未
来
は
よ
い
出
逢

い
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
み
ん
な
で
真
剣

に
、
縁
結
び
を
考
え
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

▼
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す

■
登
録
期
間

　

登
録
さ
れ
た
日
か
ら
当
該
年
度
の
末

日
ま
で
（
継
続
可
能
）

■
活
動
費 

年
間
５
、
０
０
０
円

■
成
婚
報
奨
金

　

結
婚
が
決
ま
っ
た
場
合
、
報
奨
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

情報交換会の様子
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じ
ゅ
ん
さ
い
を
使
っ
た
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
、
エ
リ
ッ
ク
先
生
あ
り
が
と
う

　

村
山
市
の
特
産
品
「
天
然
じ
ゅ
ん
さ
い
」
は
、
大
谷
地
沼
（
通

称
じ
ゅ
ん
さ
い
沼
）
で
採
取
さ
れ
ま
す
。
箱
舟
に
乗
り
、
じ
ゅ

ん
さ
い
を
採
取
す
る
様
子
は
、
初
夏
の
風
物

詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
県
内
で
も
大
変
珍
し
い

じ
ゅ
ん
さ
い
を
市
内
外
の
方
に
も
っ
と

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
い
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

エリック先生  5年間ありがとう
　村山市ＡＬＴ（外国語指導助手）のエリック・ピーターソンさんが5年間の任期を終

えました。エリックさんは、小中学校の授業で英語の楽しさを伝えてくれたほか、さま

ざまなイベントに参加し、村山市を盛り上げてくれました。

以下、エリックさんより

　村山のみんな、５年間本当にありがとうございました。５年がこんなに早くたつなんてびっくりです！先生や子ども、

いろんな人と出会って一生忘れられない思い出ができました。大好きになった肉そばとむらやま徳内まつりから離れる

ことが悔しいけど、それよりも村山のみんなから離れるのが本当に悲しいです。

　学校の行事や村山のイベントで楽しいこといっぱいできて、たくさんの優しい人と友達になりました。小中学校の運動会、

相撲大会、レクリエーション大会、歩行者天国、むらやま徳内まつり、笑いながら全部楽しめてよかったなと思います。

　児童、生徒のおかげで最高の５年間になりました。これからも英語を頑張って、今度会ったら声をかけてください。

 そして、戻ってこれる時にむらやま徳内まつりに出たいので、その時に会いましょう！またね！ 

　

富
並
小
学
校
で
は
、
6
月
20
日
の
給
食
に
じ
ゅ
ん
さ
い
が
登

場
し
、
児
童
は
地
元
産
の
じ
ゅ
ん
さ
い
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
方
々
に
よ
る
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業

と
し
て
実
施
し
て
い
る
「
わ
ん
ぱ
く
道
場
」
で
は
、
東
北
芸
術

工
科
大
学
の
学
生
が
企
画
し
た
じ
ゅ
ん
さ
い
の
レ
シ
ピ
考
案
や

じ
ゅ
ん
さ
い
す
く
い
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

富
並
小
学
校　

給
食
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

じ
ゅ
ん
さ
い
を
使
っ
た

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す

■
問
合
せ
／
農
林
課
6
次
産
業
係  

☎
内
線

257

　

採
り
手
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
じ
ゅ

ん
さ
い
収
穫
チ
ケ
ッ
ト
」
。
誰
で
も
じ
ゅ
ん
さ
い
採
取
を
体
験
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
、
多
く

の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

不
安
定
な
箱
舟
に
乗
っ
て

の
採
取
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

な
か
な
か
岸
か
ら
出
ら
れ
な

い
方
も
続
出
し
ま
し
た
。

　

毎
週
末
、
じ
ゅ
ん
さ
い
沼

は
、
大
勢
の
観
光
客
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

週
末
は
採
取
体
験
者
で
大
に
ぎ
わ
い

「
じ
ゅ
ん
さ
い
収
穫
チ
ケ
ッ
ト
」じゅんさい採取体験の様子

富並小学校じゅんさい給食

じゅんさいのレシピを考えました

大久保小学校の皆さん

冨本小学校の皆さん

市
内
小
学
校
児
童
が
じ
ゅ
ん
さ
い
を
試
食

　

市
内
小
学
校
の
児
童
が
、
校
外
授
業
で
じ
ゅ
ん
さ
い
沼
を
訪

れ
、
市
特
産
の
じ
ゅ
ん
さ
い
を
試
食
し
ま
し
た
。
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受
賞
者
紹
介
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
り
が
と
う

　消防協会北村山支部の消防操法審査会が7月14日

に行われ、以下の隊が入賞しました。

　第1位となった隊は、9月8日午前9時から市民会

館駐車場で行われる北村山支部大会に出場します。

消防操法審査会

受賞者のご紹介

■ポンプ車の部

1位　第1分団第1部（楯岡）

■小型ポンプの部

1位　第7分団第1部第2班

（袖崎）

2位　第2分団第4部（西郷）

3位　第6分団第4部第2班

（戸沢）

■全国高等学校総合体育大会

（7月24日～8月20日開催・南部九州）

・水泳　　　佐藤　麗さん（日大山形高校 3 年・楯岡）

・陸上　　　伊藤悠斗さん（山形中央高校 3 年・楯岡）

細矢愛結さん（山形北高校 3 年・大久保）

三浦瑠麗さん（創学館高校 3 年・楯岡）

元木流星さん（山形中央高校 2 年・楯岡）

・新体操　　石川莉子さん（山形城北高校 3 年・袖崎）

・登山　　　木村虎成さん（村山産業高校 3 年・戸沢）

・レスリング

八鍬　哲さん（山形商業高校 3 年・袖崎）

・ボクシング

鈴木彪斗さん（日大山形高校 3 年・楯岡）

・自転車　　渡辺拓海さん（村山産業高校 3 年・楯岡）

・空手道　　川又大知さん（天童高校 2 年・楯岡）

■第19回全日本少年少女空手道選手権大会

（8月3日、4日・東京武道館）

岩崎蒼馬さん（楯岡小学校5年）

高橋悠空さん（西郷小学校5年）

■第35回全国小学生陸上競技交流大会

（8月10日・日産スタジアム）

6年男子100m　岸　健人さん（楯岡小学校6年）

全国大会出場選手

第7分団第1部第2班の皆さん

第1分団第1部の皆さん

　県統計調査員協議会連合会総会が6月21日、川西

町で開催され、長年、統計調査員として尽力された

次の方へ感謝状が贈られました。

■県統計調査員協議会連合会感謝状

齊藤義一さん（西郷）

田中和幸さん（西郷）

統計功労者

　

き
れ
い
な
ま
ち
に
す
る
た
め
、
市
内
の
企
業
・
団
体
の

方
々
が
美
化
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
企
業
・
団
体
名
、
活
動
日
、
内
容

・
労
金
北
村
山
地
区
推
進
委
員
会
（
高
宮
和
弘
会
長
）
、

5
月
25
日
、
東
沢
バ
ラ
公
園
の
清
掃

・
村
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
芦
野
健
一
会
長
）
、
5
月

28
日
、
東
沢
バ
ラ
公
園
の
清
掃

・
村
山
市
塗
装
組
合
（
竹
川
孫
助
組
合
長
）
、
5
月
30
日
、

東
沢
バ
ラ
公
園
内
の
い
す
な
ど
の
塗
装

・
高
谷
建
設
株
式
会
社
（
高
谷
博
代
表
取
締
役
社
長
）
・

村
山
生
コ
ン
株
式
会
社
（
高
谷
時
子
代
表
取
締
役
社
長
）
、

5
月
28
日
、
東
沢
バ
ラ
公
園
駐
車
場
の
清
掃

・
北
村
山
た
ば
こ
販
売
組
合
（
松
岡
洋
一
郎
組
合
長
）
、

6
月
5
日
、
東
沢
バ
ラ
公
園
の
清
掃

・
村
山
ロ
ー
ズ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
井
上
幸
夫
会
長
）
、

6
月
12
日
、
東
沢
バ
ラ
公
園
の
清
掃

・
株
式
会
社
三
和
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
佐
藤
修
司
代
表

取
締
役
）
7
月
20
日
、
大
旦
川
左
岸
桜
堤
・
ク
ア
ハ
ウ
ス

碁
点
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
・
江
迎
湯
沢
線
の
草
刈
り
お
よ
び
清
掃

※
企
業
・
団
体
な
ど
で
実
施
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
情

報
を
総
務
課
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
市
民
の
友
で
紹
介
し

ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
慈
善
活
動

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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北
村
山
中
学
校
総
体
の
成
績

■
駅
伝　

男
子
／
③
楯
岡

■
新
体
操　

女
子
／
①
楯
岡

■
剣
道　

男
子
／
③
楯
岡

　
　
　
　

女
子
／
②
楯
岡　

③
葉
山

■
柔
道　

男
子
／
①
楯
岡

　
　
　
　

女
子
／
①
楯
岡　

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

男
子
／
②
楯
岡

女
子
／
①
楯
岡

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル　

男
子
／
①
楯
岡

　
　
　
　
　
　
　
　

女
子
／
①
楯
岡　

■
卓
球　

男
子
／
①
楯
岡

　
　
　
　

女
子
／
③
葉
山

■
野
球
／
①
楯
岡　

②
葉
山

■
サ
ッ
カ
ー
／
①
楯
岡

■
陸
上

学
校
対
抗
男
子
／
①
葉
山

学
校
対
抗
女
子
／
②
葉
山

男
女
総
合
／
①
葉
山　

③
楯
岡

男
子
低
学
年
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
／
②
葉
山

男
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
／

②
楯
岡　

③
葉
山

女
子
低
学
年
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
／

①
楯
岡　

②
葉
山

■
水
泳

１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ
／

③
菅
野
一
星
（
楯
岡
）

２
０
０
ｍ
背
泳
ぎ
／

③
村
田
啓
介
（
楯
岡
）

■
剣
道　

②
安
達
修
宏
（
楯
岡
）

■
柔
道

50
キ
ロ
級
／
①
齋
藤
幸
一
（
楯
岡
）

②
宇
野
綾
人
（
葉
山
）

55
キ
ロ
級
／
①
菅
井
珂
蘭
司
（
楯
岡
）

②
冨
樫　

招
（
楯
岡
）

60
キ
ロ
級
／
③
能
登
一
晴
（
楯
岡
）

73
キ
ロ
級
／
①
森　

清
風
（
楯
岡
）

81
キ
ロ
級
／
①
川
田
俊
介
（
楯
岡
）

②
森　

壮
汰
（
楯
岡
）

北
村
山
中
学
校
総
合
体
育
大
会
の
成
績

90
キ
ロ
級
／
①
宮
古　

瑛
（
楯
岡
）

③
金
子　

嶺
（
楯
岡
）
③
笹
木
理
翔
（
楯
岡
）

90
キ
ロ
超
級
／
②
佐
藤
彪
駕
（
楯
岡
）

③
松
田　

擁
（
葉
山
）

■
卓
球　

①
柴
田
一
心
（
楯
岡
）

■
陸
上

1
年
１
０
０
ｍ
／
①
保
科
心
斗
（
葉
山
）

3
年
１
０
０
ｍ
／
③
加
藤
颯
大
（
葉
山
）

４
０
０
ｍ
／
①
大
沼
樹
希
斗
（
葉
山
）

②
原
田
渚
月
（
楯
岡
）

８
０
０
ｍ
／
②
大
沼
樹
希
斗
（
葉
山
）

共
通
１
５
０
０
ｍ
／
①
鈴
木　

至
（
楯
岡
）

３
０
０
０
ｍ
／
③
鈴
木　

至
（
楯
岡
）

走
高
跳
／
①
加
藤
颯
大
（
葉
山
）

棒
高
跳
／
①
後
藤
真
聖
（
葉
山
）

②
石
澤
永
晴
（
葉
山
）
③
井
澤
佳
亮
（
葉
山
）

走
幅
跳
／
①
高
谷
大
佑
（
葉
山
）

③
片
桐
陽
輝
（
楯
岡
）

砲
丸
投
／
①
細
谷
大
智
（
葉
山
）

③
佐
藤
朝
陽
（
楯
岡
）

四
種
競
技
／
②
富
塚
智
哉
（
楯
岡
）

■
剣
道　

③
工
藤
ゆ
う
か
（
楯
岡
）

■
柔
道

40
キ
ロ
級
／
②
川
田
真
緒
（
楯
岡
）

48
キ
ロ
級
／
①
吉
田
夏
生
（
楯
岡
）

52
キ
ロ
級
／
①
原
田
遥
花
（
楯
岡
）

70
キ
ロ
超
級
／
①
仙
野
華
凜
（
楯
岡
）

■
陸
上

1
年
１
０
０
ｍ
／

①
細
谷
芹
歌
（
葉
山
）

1
年
１
５
０
０
ｍ
／

②
矢
ノ
目
千
桜
（
葉
山
）

１
０
０
m
障
害
／

③
村
岡
さ
く
ら
（
楯
岡
）

走
高
跳
／
①
井
上
穂
乃
果
（
葉
山
）

③
村
川
し
ず
香
（
楯
岡
）

走
幅
跳
／
②
布
宮
優
奈
（
葉
山
）

砲
丸
投
／
①
大
沼
春
花
（
葉
山
）

②
齋
藤
舞
華
（
葉
山
）

　

3
位
ま
で
入
賞
し
た
市
内
中
学
校
の

個
人
・
団
体
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
・
丸
付
き
数
字
は
順
位
）

団
体
の
部

個
人
の
部
・
男
子

個
人
の
部
・
女
子

13 広報　市民の友　むらやま　　令和元年 8.1



生

活

福

祉

情

報

国

民

年

金

情

報

わ
れ
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
生
活
福
祉
情
報
、
国
民
年
金
情
報

　

対
象
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
福
祉

課
で
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

■
割
引
の
対
象

①
障
が
い
者
本
人
が
運
転
す
る
場
合

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
す
べ
て
の
方

②
障
が
い
者
本
人
以
外
が
運
転
し
、
以

下
の
障
が
い
者
が
同
乗
す
る
場
合
「
旅
客

鉄
道
株
式
会
社
旅
客
運
賃
減
額
」
欄
が
第

一
種
の
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育

手
帳
「
Ａ
」
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

　

こ
の
制
度
は
、
身
体
障
が
い
者
等
用

駐
車
施
設
の
適
正
な
利
用
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、
利
用
証
を
交
付
す
る
も
の
で

す
。
平
成
31
年
4
月
よ
り
妊
産
婦
に
対
す

る
交
付
期
限
に
つ
い
て
、
産
後
1
年
ま
で

延
長
し
て
い
ま
す
。
交
付
対
象
者
な
ど
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
窓
口　

福
祉
課
、
保
健
課
、
県
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
福
祉
課
生
活
福
祉
係 

☎
内
線

147

有
料
道
路
に
お
け
る

 

障
が
い
者
割
引
制
度

　

生
ま
れ
は
兵
庫
県
尼
崎
市
、
高
校
卒
業

前
に
は
旅
に
目
覚
め
日
本
を
飛
び
出
し
、

こ
れ
ま
で
旅
し
た
48
か
国
で
出
会
っ
た
人

た
ち
の
お
か
げ
で
今
日
ま
で
生
き
て
き
た

の
で
、
尼
崎
生
ま
れ
地
球
育
ち
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

村
山
市
に
は
お
と
と
し
の
2
月
、
真
冬

の
豪
雪
地
域
に
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
好

奇
心
に
駆
ら
れ
て
や
っ
て
き
た
の
が
き
っ

か
け
で
す
。
滞
在
中
に
観
測
史
上
最
多
降

雪
量
を
記
録
し
、
山
形
県
が
全
国
ニ
ュ
ー

ス
で
話
題
に
な
っ
て
い
た
日
に
、
電
車
が

動
か
ず
、
駅
で
閉
じ
込
め
ら
れ
、
同
じ
日

本
と
は
思
え
な
い
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　

昨
年
は
夏
も
秋
も
バ
イ
ク
で
や
っ
て
き

て
、
季
節
に
よ
っ
て
ま
る
で
表
情
が
違
う
村

山
の
自
然
と
、
地
域
の
方
の
優
し
い
人
間
性

に
魅
力
を
感
じ
、
こ
の
た
び
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
異
文
化
の
中
で
旅
し
て
暮
ら
し
て

き
た
目
線
を
活
か
し
て
、
市
の
活
性
化
に
尽

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

お
喋
り
が
大
好
き
で
、
コ
テ
コ
テ
の

関
西
弁
で
大
勢
の
人
と
ど
ん
ど
ん
喋
っ

て
い
き
た
い
で
す
。
村
山
の
方
言
に

「
？
？
？
」
の
時
も
あ
り
ま
す
が
、
優
し

く
教
え
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

は
じ
め
ま
し
て

 

高
橋
明
子
で
す

　

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
は

原
則
65
歳
で
す
が
、
希
望
す
れ
ば
60
歳
か

ら
64
歳
ま
で
の
間
、
繰
り
上
げ
受
給
が
可

能
で
す
。
こ
の
場
合
、
請
求
年
齢
に
応
じ

て
支
給
さ
れ
る
年
金
は
減
額
さ
れ
る
ほ

か
、
次
の
よ
う
な
取
り
扱
い
に
な
り
ま
す
。

①
障
害
基
礎
年
金
、
寡
婦
年
金
は
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

②
国
民
年
金
の
任
意
加
入
や
、
免
除

等
の
追
納
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
と
反
対
に
、
66
歳
以
降
に
繰
り

下
げ
て
受
給
す
る
と
、
一
定
の
割
合
に

応
じ
て
増
額
さ
れ
ま
す
。

　

年
金
の
ご
相
談
は
寒
河
江
年
金
事
務

所
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
基
礎
年
金

番
号
の
分
か
る
年
金
手
帳
や
年
金
証
書

を
準
備
し
て
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
寒
河
江
年
金
事
務
所

☎
０
２
３
７

(84)
２
５
５
１
（
ダ
イ
ヤ
ル

後
、
５
を
押
し
て
く
だ
さ
い
）
ま
た
は

市
民
環
境
課
市
民
係　
　
　

☎
内
線

113

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
・

 

繰
り
下
げ
受
給

年
金
の
相
談

山
形
県
身
体
障
が
い
者
等
用

 

駐
車
場
利
用
者
制
度

～高橋明子隊員の奮闘記～

Vol.

47

就任式の様子

14令和元年 8.1　　広報　市民の友　むらやま



む
ら
や
ま
発
わ
だ
い
の
グ
ル
メ
め
ぐ
り

むらやま わだいのグルメめぐり
むらやまに美味いものあり！

発

大
沢
川

大
沢
川

村
山
駅

村
山
駅

Ｒ
13

辛
味
噌
ラ
ー
メ
ン

  

村
山
西
口
ホ
テ
ル  

Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
亭住所：駅西3-20　　営業時間：午前11時～午後9時30分　　定休日：木曜日　　電話：(52)9026

次回は、小畑さんがお薦めの  お米のめぐみ  穂たる（西郷）を取材します。

　

「
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
亭
」
は
村
山
西
口

ホ
テ
ル
の
1
階
に
あ
る
食
事
処
で
す
。

　

ホ
テ
ル
支
配
人
の
小
畑
安
寛
さ
ん

は
、
駅
西
の
利
用
者
を
増
や
し
活
性
化

に
繋
が
る
こ
と
、
ま
た
、
ホ
テ
ル
の
利

用
者
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
方
々
に
も

気
軽
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
ホ
テ
ル
に

し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
1
階
レ
ス
ト

ラ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

平
成
30
年
10
月
に
こ
の
お
店
を
開
店
し

ま
し
た
。

　

お
店
の
看
板
メ
ニ
ュ
ー
は
、
秘
伝
の

特
製
味
噌
と
自
家
製
の
辛
味
噌
が
特
徴

の
「
辛
味
噌
ラ
ー
メ
ン
」
で
す
。
ベ
ー

ス
の
味
噌
は
3
種
類
を
配
合
し
、
ス
ー

プ
は
野
菜
ベ
ー
ス
で
、
あ
っ
さ
り
し
た

中
に
豚
ガ
ラ
で
コ
ク
を
出
し
て
い
ま

す
。
自
家
製
の
辛
味
噌
は
ほ
ど
よ
い
辛

さ
で
、
あ
っ
さ
り
し
た
ス
ー
プ
に
溶
け

た
辛
味
噌
が
よ
り
風
味
を
際
立
た
せ
、

中
細
の
麺
と
の
相
性
も
抜
群
で
す
。

ト
ッ
ピ
ン
グ
の
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
も
や
わ

ら
か
く
、
よ
く
味
が
し
み
て
い
ま
す
。

ク
セ
に
な
る
辛
さ
で
、
最
後
ま
で
美
味

し
く
食
べ
ら
れ
る
一
杯
で
す
。
ま
た
、

ト
ッ
ピ
ン
グ
は
追
加
で
コ
ー
ン
、
バ

タ
ー
、
辛
ネ
ギ
な
ど
か
ら
選
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

お
店
は
開
店
か
ら
閉
店
ま
で
全
時
間

帯
の
営
業
な
の
で
、
昼
は
ラ
ン
チ
、
午

後
は
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
、
夜
は
居
酒
屋
と

目
的
に
応
じ
て
い
つ
で
も
利
用
で
き
る

の
が
大
き
な
魅
力
で
す
。
ま
た
、
も
つ

煮
込
み
や
日
替
わ
り
の
お
つ
ま
み
と
飲

み
物
の
「
晩
酌
セ
ッ
ト
」
も
お
す
す
め

で
す
。
小
畑
さ
ん
は
「
市
内
の
方
に
も

た
く
さ
ん
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

イ
ベ
ン
ト
や
お
得
に
利
用
で
き
る
も
の

を
考
え
て
い
ま
す
。
で
き
る
事
は
も
っ

と
あ
る
と
思
う
の
で
、
工
夫
し
、
地
域

に
愛
さ
れ
る
ホ
テ
ル
に
し
て
い
き
た

い
。
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
人
気
の
辛
味

噌
ラ
ー
メ
ン
を
ぜ
ひ
、
味
わ
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

話
題
の
グ
ル
メ
を
召
し
上
が
れ
。
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6
月
23
日
、
第
14
回
全
国
各
流
居
合

道
さ
く
ら
ん
ぼ
大
会
を
市
民
体
育
館
で

開
催
し
ま
し
た
。
居
合
の
始
祖
・
林
崎

甚
助
重
信
の
故
郷
で
居
合
発
祥
の
地
村

山
市
に
全
国
か
ら
大
勢
の
剣
士
が
集
結

し
ま
し
た
。
試
合
前
に
は
、
楯
岡
小
学

校
居
合
道
ク
ラ
ブ
の
児
童
が
堂
々
た
る

演
武
を
披
露
し
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
段
外
か
ら
六
段
ま
で
と
、

今
年
新
設
さ
れ
た
松
峯
杯
（
七
段
）
と

段
位
ご
と
に
分
か
れ
て
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

形
式
で
実
施
。
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
日

頃
の
鍛
練
の
成
果
を
発
揮
し
、
気
迫
の

こ
も
っ
た
剣
技
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

全
国
各
流

居
合
道
さ
く
ら
ん
ぼ
大
会

　

6
月
30
日
、
甑
葉
プ
ラ
ザ
で
Ｍ-

１

（
ム
ラ
ワ
ン
）
グ
ラ
ン
プ
リ
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
市
内
に
住
む
若
者
た
ち
に

体
験
を
通
し
て
地
元
企
業
を
知
る
機
会

を
与
え
、
若
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
持
ち

寄
っ
て
新
し
い
も
の
を
作
り
出
す
こ
と

を
目
的
に
、
公
益
社
団
法
人
村
山
青
年

会
議
所
が
企
画
し
た
も
の
で
す
。
こ
の

催
し
に
市
内
の
中
学
生
16
人
が
参
加
。

ウ
イ
ン
ナ
ー
作
り
な
ど
を
体
験
し
た
後

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
村
山
の
新

し
い
名
物
を
生
み
出
そ
う
と
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
商
品
開
発
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

こ
の
成
果
は
む
ら
や
ま
徳
内
ま
つ
り

で
発
表
さ
れ
ま
す
。

ウインナー作り体験をする中学生たち

Ｍｰ

１
グ
ラ
ン
プ
リ
開
催

公開演武を行う楯岡小学校居合道クラブ

　

職
場
体
験
「
キ
ャ
リ
ア
・
ス
タ
ー

ト
・
ウ
ィ
ー
ク
」
を
、
7
月
2
日
か
ら

5
日
に
実
施
し
、
市
内
の
中
学
2
年
生

１
９
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
将
来
の
夢
に
向
か
っ
て
職
業
観
を

養
う
た
め
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の

で
す
。
中
学
生
た
ち
は
事
業
所
の
方
か

ら
仕
事
に
つ
い
て
の
説
明
を
聞
い
た

後
、
実
際
に
業
務
を
体
験
し
、
働
く
こ

と
の
意
義
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
中
学
生
は
、
「
希
望
す
る

職
業
へ
の
思
い
が
強
く
な
っ
た
」
、

「
先
を
見
通
す
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん

だ
」
、
「
挑
戦
す
る
気
持
ち
を
持
て

た
」
な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

消防署で訓練を体験する楯岡中学校生徒
※写真は市役所総務課で職業体験した生徒が撮影

中
学
生
の
職
場
体
験
学
習

キ
ャ
リ
ア･

ス
タ
ー
ト･

ウ
ィ
ー
ク

　市内で行われた催しや市にまつわる出来事などを取材

し、市民の皆さんに楽しい話題をお伝えします。

ま
ち
の
話
題
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ま
ち
の
話
題

　

7
月
19
日
、
市
と
山
形
三
菱
自
動
車

販
売
株
式
会
社
（
小
野
勉
代
表
取
締

役
社
長
）
、
株
式
会
社
工
藤
自
動
車

（
工
藤
勝
美
会
長
）
は
、
「
災
害
時
等

に
お
け
る
電
動
車
両
及
び
給
電
装
置
に

関
す
る
協
力
協
定
」
を
締
結
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
地
震
発
生
な
ど
有
事
の

際
に
、
市
に
電
動
車
両
と
給
電
装
置
を

貸
与
し
、
停
電
や
ガ
ソ
リ
ン
不
足
が
心

配
さ
れ
る
状
況
で
も
非
常
用
電
源
と
し

て
活
用
で
き
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
電
動
車
両
か
ら
電
源
を
取

り
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の
使
用
や
携
帯
電
話

を
充
電
す
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
と
三
菱
自
動
車
、
工
藤
自
動
車

災
害
時
協
力
協
定
を
締
結

締結式の様子

　

夏
の
子
ど
も
祭
り
が
、
7
月
7
日
、

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
連
合
子
ど
も
会

育
成
会
や
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、
村
山
青

年
会
議
所
、
市
商
工
会
青
年
部
、
村
山

フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
場
で
組
織
さ
れ
た
実
行

委
員
会
が
主
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

ス
ラ
イ
ム
や
エ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
な
ど
手

作
り
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
パ
ト

カ
ー
や
自
衛
隊
車
両
等
の
乗
車
体
験
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
北
村
山
視
聴
覚
教
育
セ
ン
タ
ー

ま
つ
り
、
最
上
徳
内
記
念
館
ハ
ル
ラ
ン

ナ
も
同
時
開
催
さ
れ
、
親
子
で
楽
し
め

る
1
日
と
な
り
ま
し
た
。

夏
の
子
ど
も
祭
り

自衛隊車両の前で記念写真

　

仙
台
村
山
会
（
田
中
貫
幸
会
長
）
の

総
会
が
、
7
月
7
日
、
仙
台
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
は
仙
台
近
郊
に

住
む
会
員
ら
55
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
志
布
市
長
は

「
市
交
流
人
口
の
大
半
を
占
め
る
仙
台

圏
の
方
々
を
迎
え
る
た
め
、
会
員
の
皆

さ
ん
に
は
村
山
市
に
来
て
い
た
だ
く
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
知
り
合
い
な
ど
に
Ｐ
Ｒ

し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
大
相
撲
村
山
場
所
や
む

ら
や
ま
徳
内
ま
つ
り
、
居
合
道
体
験
、

秋
の
バ
ラ
ま
つ
り
な
ど
今
年
の
観
光
Ｐ

Ｒ
を
行
っ
た
後
、
市
の
特
産
物
が
当
た

る
抽
選
会
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

第
16
回
仙
台
村
山
会
総
会

総会の様子

　

市
教
育
委
員
会
は
、
英
語
力
を
身
に

つ
け
、
将
来
に
生
か
そ
う
と
す
る
子
ど

も
を
育
て
る
た
め
、
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
む
ら

や
ま
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
キ
ッ
ズ
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

7
月
13
日
か
ら
15
日
に
は
、
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
・
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
し
、
楯

岡
中
学
校
と
葉
山
中
学
校
か
ら
希
望
者

28
人
が
参
加
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導

助
手
）
と
英
語
だ
け
で
3
日
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

東
沢
バ
ラ
公
園
の
散
策
や
じ
ゅ
ん
さ

い
摘
み
、
最
上
川
三
難
所
舟
下
り
体
験

な
ど
を
行
い
、
村
山
市
の
魅
力
を
英
語

で
発
表
し
ま
し
た
。

英
語
に
慣
れ
親
し
ん
だ
3
日
間

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
キ
ャ
ン
プALT と発表の準備をする参加者
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お
知
ら
せ

広
島
・
長
崎

「
祈
り
の
日
」
に
黙
と
う
を

　

原
爆
死
没
者
の
冥
福
と
世
界
平
和
を

願
い
、
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
時
刻
に
黙

と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。

8
月
6
日

（火）
午
前
8
時
15
分
（
広
島
）

8
月
9
日

（金）
午
前
11
時
2
分
（
長
崎
）

■
問
合
せ
／
総
務
課 

☎
内
線

211

村
山
市
戦
没
者
追
悼
式

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
犠
牲
と
な
ら

れ
た
戦
没
者
の
皆
様
を
追
悼
し
、
平
和

へ
の
誓
い
を
新
た
に
す
る
た
め
、
戦
没

※
碁
点
橋
東
側
付
近
か
ら
河
川
敷
へ

■
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
発
着
場
所

・
葉
山
中
学
校　

・
村
山
市
役
所

・
最
上
川
河
川
敷
駐
車
場

発
着
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

※
力
士
と
ち
び
っ
こ
撮
影
会
参
加
希
望
者

募
集
中

■
問
合
せ
／
商
工
観
光
課 

☎
内
線

157

消
費
税
引
上
げ
に
伴
う

水
道
料
金
等
に
つ
い
て

　

10
月
か
ら
の
消
費
税
改
正
に
よ
り
、

水
道
料
金
等
に
消
費
税
お
よ
び
地
方
消

費
税
相
当
分
と
し
て
10
％
を
負
担
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
水
道
料
金
お
よ
び
下
水
道
使
用
料

　

10
月
検
針
分
か
ら
適
用
し
ま
す
。
た

だ
し
、
9
月
か
ら
継
続
使
用
し
て
い
る

場
合
、
経
過
措
置
に
よ
り
10
月
検
針
分

ま
で
は
8
％
に
な
り
ま
す
。

■
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
使
用
料

　

10
月
使
用
分
か
ら
適
用
し
ま
す
。

■
開
閉
栓
手
数
料

　

10
月
1
日
以
降
に
給
水
の
開
始
ま
た

は
中
止
し
た
も
の
か
ら
適
用
し
ま
す
。

■
加
入
金

　

10
月
1
日
以
降
に
新
設
ま
た
は
改
造

工
事
の
申
込
み
か
ら
適
用
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
水
道
課 

☎
内
線

181

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す

　

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
、
耕
作
放
棄
地
対
策
協
議
会
の
合

同
で
、
耕
作
放
棄
地
や
違
反
転
用
に
関

す
る
利
用
状
況
調
査
（
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
）
を
行
い
ま
す
。

　

調
査
期
間
は
、
8
月
下
旬
か
ら
9
月

上
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
調
査
の
際

農
地
な
ど
へ
立
ち
入
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
耕
作
放
棄
地
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

　

労
力
不
足
な
ど
に
よ
り
耕
作
で
き
な

い
農
地
は
、
病
害
虫
の
発
生
源
や
有
害

鳥
獣
の
す
み
か
に
な
り
近
隣
農
地
等
へ

影
響
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

第
三
者
か
ら
耕
作
し
て
も
ら
う
か
、

周
辺
へ
影
響
が
な
い
よ
う
に
保
全
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
農
業
委
員
会
事
務
局

 

☎
内
線

261

者
追
悼
式
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

8
月
15
日

（木）
午
前
11
時
55
分
～

会
場　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
福
祉
課 

☎
内
線

141

市
民
セ
ン
タ
ー
休
館
の
お
知
ら
せ

　

8
月
13
日

（火）
か
ら
15
日

（木）
ま
で
各
地

域
市
民
セ
ン
タ
ー
を
休
館
し
ま
す
。

　

な
お
、
施
設
利
用
希
望
が
あ
れ
ば
、

事
前
に
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
政
策
推
進
課 

☎
内
線

271

大
相
撲
村
山
場
所

臨
時
駐
車
場
と
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

　

8
月
12
日
（
月
・
休
日
）
に
市
民
体

育
館
で
開
催
す
る
大
相
撲
村
山
場
所
に

お
越
し
の
際
は
、
次
の
臨
時
駐
車
場
と

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
一
般
来
場
者
駐
車
場
（
駐
車
可
能
台
数
）

・
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
北
側
臨
時
駐
車
場

 

（
５
０
０
台
）

・
葉
山
中
学
校
（
１
８
０
台
）

・
村
山
市
役
所
（
４
５
０
台
）

・
最
上
川
河
川
敷
駐
車
場
（
１
２
０
台
）

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
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■防災無線の内容を確認

したいとき　

　☎(53)6644

■火事の発生場所や消火

状況を確認したいとき　

　☎(55)0119

■担当／村山市総務課情報危機管理係

☎内線213

防災行政無線を電話で
聞くことができます　 　住宅の環境や気象条件

により防災行政無線が聞

こえない場合、テレホン

サービスで内容を確認す

ることができます。

※2つのテレホンサービスでは、放

送内容や火事、救助についての自

動録音音声が流れます。

お
知
ら
せ

事
業
所
に
は
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。

　

調
査
へ
の
ご
理
解
、
ご
回
答
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
政
策
推
進
課 

☎
内
線

273

パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
に
助
成

若
者
海
外
体
験
促
進
事
業

　

市
は
、
若
者
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
海

外
と
の
交
互
交
流
を
促
進
す
る
た
め
、

県
内
で
初
め
て
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
得
し

た
方
に
対
し
、
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
対
象

・
平
成
2
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
13
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

・
助
成
金
申
請
時
に
お
い
て
村
山
市
に

住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方

宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

・
多
機
能
さ
く
ら
村
山
の
居
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
費

・
特
養
お
お
と
み
の
施
設
入
所
費

・
仁
風
荘
、
第
二
仁
風
荘
の
施
設
入
所

費
、
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
費

・
さ
く
ら
ホ
ー
ム
天
童
の
施
設
入
所

費
、
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
費

※
世
帯
全
員
の
預
貯
金
通
帳
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
入
所
し
て
い
る
場
合
は

身
元
引
受
人
の
預
金
通
帳
が
必
要
で

す
。

■
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
家
賃

等
負
担
軽
減
申
請
の
減
額
対
象

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
香
紅
の
里
・
グ

ル
ー
プ
村
山
の
施
設
入
居
利
用
に
伴

う
家
賃
、
食
材
費
・
光
熱
費

※
世
帯
全
員
の
預
貯
金
通
帳
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
福
祉
課 

☎
内
線

145

経
済
セ
ン
サ
ス-

基
礎
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

こ
の
調
査
は
、
調
査
員
が
全
国
す
べ

て
の
事
業
所
の
活
動
状
況
を
確
認
し
、

新
た
に
把
握
し
た
事
業
所
な
ど
一
部
の

補
助
金
額　

５
、
０
０
０
円

交
付
申
請
書
の
提
出
期
限

・
令
和
2
年
3
月
5
日

　

申
請
方
法
、
添
付
書
類
な
ど
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
交
流
課 

☎
内
線
２
０
２
０

露
店
を
開
設
す
る
皆
さ
ん
へ

　

縁
日
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
大
勢
の
人

が
参
加
す
る
催
し
に
火
気
を
使
用
す
る

露
店
を
開
設
す
る
場
合
は
、
消
火
器
を

準
備
し
、
消
防
本
部
へ
事
前
に
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
消
防
本
部

 

☎
（55）
２
５
１
４

介
護
保
険
の
減
免
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

　

世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
場

合
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
費
用
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
昨

年
該
当
し
た
方
に
は
申
請
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
の
で
、
8
月
末
日
ま
で
減
免

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
か
ら
市
民
税
非
課
税
世
帯

に
な
っ
た
方
は
新
た
に
該
当
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
負
担
限
度
額
認
定
申
請
の
減
額
対
象

・
施
設
サ
ー
ビ
ス
・
短
期
入
所
サ
ー
ビ

ス
の
食
事
、
居
住
費
（
滞
在
費
）

※
申
請
者
本
人
と
配
偶
者
の
預
貯
金
通

帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
社
会
福
祉
法
人
等
利
用
者
負
担
軽
減

申
請
の
減
額
対
象

・
社
会
福
祉
協
議
会
の
訪
問
介
護
費

・
村
山
光
ホ
ー
ム
の
通
所
介
護
サ
ー
ビ

ス
費

・
特
養
ふ
も
と
・
特
養
ひ
が
し
ざ
わ
の

施
設
入
所
費
、
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス

費
、
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

・
は
や
ま
ホ
ー
ム
の
施
設
入
所
費
、
居
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お
知
ら
せ

成
人
式
実
行
委
員
募
集

　

成
人
式
の
記
念
品
選
定
、
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
作
成
な
ど
の
企
画
・
運
営
を
行

う
実
行
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

村
山
市
成
人
式

日
時　

令
和
2
年
1
月
12
日

（日）
午
前
11
時
～

会
場　

市
民
会
館 

大
ホ
ー
ル

　

市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
対
象
者
に

は
12
月
中
に
案
内
を
送
付
し
ま
す
。
市

外
に
転
出
し
て
い
る
方
で
参
加
を
希
望

す
る
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課 

☎
内
線

331

空
き
家
所
有
者
の
無
料
相
談

　

空
き
家
の
相
続
・
売
却
・
解
体
費
用

な
ど
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
事

前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

会
場　

全
日
本
不
動
産
協
会
県
本
部

（
山
形
市
）　

■
問
合
せ
／
（
公
社
）
全
日
本
不
動
産
協

会
県
本
部 

☎
０
２
３（
６
６
５
）０
１
０
０

穫
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
収
穫
希
望
日

の
前
日
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

期
間　

8
月
7
日

（水）
～
12
日
（
月
・
休
日
）

時
間　

午
前
5
時
～
7
時

会
場　

楯
岡
湯
沢
付
近
の
畑

野
菜
の
種
類　

ナ
ス
、
キ
ュ
ウ
リ
、

ピ
ー
マ
ン
、
パ
プ
リ
カ
、
ト
マ
ト
、

ズ
ッ
キ
ー
ニ
、
ゴ
ー
ヤ
、
オ
ク
ラ
な
ど

※
種
類
は
変
更
に
な
る
場
合
有
り

■
早
起
き
！
野
菜
収
穫
販
売
プ
ラ
ン

　

収
穫
し
た
野
菜
を
持
ち
帰
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
現
地
集
合
、
現
地
解
散
。

料
金　

1
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
６
０
０
円

持
ち
物　

手
袋
、
収
穫
用
袋

■
夏
野
菜
収
穫
お
手
伝
い
プ
ラ
ン

　

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
こ
め
や
か
た
に
宿
泊

し
、
早
朝
の
野
菜
収
穫
を
お
手
伝
い
。

収
穫
し
た
野
菜
は
朝
食
と
し
て
調
理
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

料
金　

２
、
５
０
０
円
（
宿
泊
料
込
）

■
問
合
せ
／
（
一
社
）
市
観
光
物
産
協

会
（
矢
萩
） 
☎

（53）
１
３
５
１

ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
日
帰
り
温
泉

8
月
12
日
は
営
業
時
間
を
変
更

　

8
月
12
日
（
月
・
休
日
）
の
日
帰
り

温
泉
は
、
大
相
撲
開
催
の
た
め
午
後
4

時
か
ら
の
営
業
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
／
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点

 

☎
（56）
３
３
５
１

む
ら
や
ま
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

参
加
チ
ー
ム
募
集

　

チ
ー
ム
対
抗
の
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
で

す
。
タ
ス
キ
リ
レ
ー
で
42
．
１
９
５
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
を
走
破
し
ま
す
。
参
加
料

を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

9
月
28
日

（土）

　
　
　

午
前
8
時
～
午
後
1
時
30
分

会
場　

楯
岡
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

対
象　

自
力
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
1
周

（
４
０
０
メ
ー
ト
ル
）
を
走
る
こ
と
が

で
き
る
小
学
生
以
上
の
健
康
な
男
女
5

人
か
ら
20
人
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

参
加
料　

１
人
５
０
０
円
（
保
険
料
等
）

申
込
期
限　

8
月
31
日

（土）

■
問
合
せ
／
（
一
財
）
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

事
務
局
（
市
民
体
育
館
内
）

 

☎
（56）
３
７
３
７

自
衛
官
等
採
用
説
明
会

　

30
分
程
度
の
個
別
説
明
で
す
。

日
時　

8
月
18
日

（日）
午
前
10
時
～
午
後
3
時

会
場　

楯
岡
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

対
象　

令
和
2
年
4
月
1
日
時
点
で
18

歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女

■
問
合
せ
／
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本

部
東
根
地
域
事
務
所 

☎
（43）
７
１
９
８

保
育
士
再
就
職
支
援
研
修
会

　

保
育
士
と
し
て
再
就
職
、
保
育
の
仕

事
に
興
味
の
あ
る
方
が
対
象
で
す
。
参

加
無
料
。
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

日
時　

8
月
30
日

（金）

　
　
　

午
後
0
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
天
童

■
問
合
せ
／
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
２
３（
６
３
３
）７
７
３
９

野
菜
を
買
う
な
ら
畑
へ
Ｇ
Ｏ
〜
！

参
加
者
募
集

　

早
起
き
し
て
親
子
で
新
鮮
野
菜
の
収

各
団
体
か
ら
の
お
知
ら
せ

困
り
ご
と
・
相
談

催
し
・
そ
の
他

※ピンクののぼり有り※ピンクののぼり有り

尾
花
沢
関
山
線

尾
花
沢
関
山
線

湯沢川
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村
山
ゆ
か
り 
拾
人
の
画
伯  
所
蔵
作
品
展

※

【
自
由
観
覧
が
原
則
】
で
す
が
、
事
前
に
ご
連
絡
な
ど
有
れ
ば
、で
き
る
対
応
は
い
た
し
ま
す
。

会
　
期
　
２
０
１
９（
令
和
元
）
年
６
月
７
日

（金）
〜
11
月
30
日

（土）

観
覧
時
間
　
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
６
時

（
土
・
日
・
祝
日 

関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
）

観
覧
料
　
２
０
０
円
　
○
但
し
高
校
生
以
下
無
料

会
　
場
　
大
っ
き
な
キ
ャ
ラ
木  

小
っ
ち
ゃ
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー

村
山
市
大
字
岩
野
七
七
八
番
地
　
大
沼
与
右
ヱ
門
　
☎

（54）
３
１
０
４

ぼ
く

広
告

広
告

お
知
ら
せ

た
楯
山
に
生
息
す
る
動
植
物
や
昆
虫
類

の
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ　

ロ
ビ
ー

■
絵
皿
展

　

戸
田
紘
義
さ
ん
（
楯
岡
）
が
描
い
た

風
景
や
昆
虫
、
動
植
物
の
絵
皿
を
展
示

し
ま
す
。

会
場　

市
立
図
書
館

■
問
合
せ
／
甑
葉
プ
ラ
ザ 

☎
（52）
３
５
３
１

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
各
種
講
座

　

希
望
者
は
受
講
料
を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
各
講
座
、
申
込
期
限

は
8
月
9
日

（金）
で
す
。

■
パ
ソ
コ
ン
エ
ク
セ
ル
中
級
教
室

　

関
数
を
使
用
し
て
表
計
算
、
デ
ー
タ

北
村
山
看
取
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

終
末
期
に
お
け
る
理
想
的
な
看
取
り

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
す
。
入
場
無
料
。
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

8
月
31
日

（土）
午
後
2
時
30
分
～

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ　

■
問
合
せ
／
（
一
社
）
北
村
山
地
区
医

師
会 

☎
（55）
２
８
１
０

楯
山
の
い
い
と
こ
展

期
間　

8
月
1
日

（木）
～
31
日

（土）

時
間　

午
前
9
時
～
午
後
7
時

■
写
真
展

　

土
谷
義
幸
さ
ん
（
楯
岡
）
が
撮
影
し

ベ
ー
ス
、
ピ
ボ
ッ
ト
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の

機
能
を
活
用
し
文
書
を
作
成
し
ま
す
。

日
時　

9
月
3
日
～
10
月
4
日
の
毎
週

火
曜
・
金
曜
日
（
全
10
回
）

昼
コ
ー
ス　

午
後
1
時
～
３
時
30
分

夜
コ
ー
ス　

午
後
6
時
30
分
～
9
時

定
員　

各
コ
ー
ス
6
名

受
講
料　

１
０
、
０
０
０
円

■
書
道
入
門
教
室

　

書
道
道
具
一
式
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
用
紙
は
配
布
し
ま
す
。

日
時　

9
月
11
日
～
11
月
13
日
の
毎
週

水
曜
日
（
全
10
回
）
午
後
7
時
～
9
時

受
講
料　

３
、
５
０
０
円 

定
員　

5
名

■
ピ
ア
ノ
入
門
教
室

　

楽
譜
が
読
め
な
い
、
初
め
て
の
方
が

対
象
で
す
。

日
時　

9
月
26
日
～
11
月
28
日
の
毎
週

木
曜
日
（
全
10
回
）

昼
コ
ー
ス　

午
後
2
時
～
3
時
30
分

夜
コ
ー
ス　

午
後
7
時
～
8
時
30
分

定
員　

各
コ
ー
ス
6
名

受
講
料　

５
、
５
０
０
円

■
問
合
せ
／
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

 

☎
（54）
２
３
２
０

金
婚
さ
ん
顕
彰

　

ご
夫
婦
の
名
前
入
り
の
賀
詞
を
贈
呈

し
ま
す
。

顕
彰
対
象　

昭
和
44
年
1
月
1
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦

※
す
で
に
老
人
ク
ラ
ブ
で
申
込
済
み
の
方

は
今
回
の
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
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お
知
ら
せ

期
間　

8
月
5
日

（月）
～
9
日

（金）

時
間　

午
前
9
時
～
午
後
7
時

※
初
日
は
正
午
か
ら
、
最
終
日
は
午
後

4
時
ま
で　

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ　

ロ
ビ
ー

■
問
合
せ
／
北
村
山
地
区
平
和
セ
ン

タ
ー 

☎
（55）
２
９
６
２

自
衛
隊
大
高
根
演
習
場

8
月
の
訓
練
予
定

練
成
訓
練
＝
1
日

（木）
、
2
日

（金）
、
19
日

（月）
～
23
日

（金）
、
27
日

（火）
～
31
日

（土）

爆
破
訓
練
＝
5
日

（月）
～
9
日

（金）

離
着
陸
訓
練
＝
1
日

（木）
、
2
日

（金）
、
5

日
（月）
～
9
日

（金）
、
19
日

（月）
～
23
日

（金）
、

26
日

（月）
～
30
日

（金）

■
問
合
せ
／
神
町
駐
屯
地

 

☎
（48）
１
１
５
１

■
8
月
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

11
日
（
日
・
祝
日
）
午
後
7
時
～
・
ア

ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

24
日

（土）
午
後
7
時
～
・
栃
木
Ｓ
Ｃ

31
日

（土）
午
後
7
時
～
・
横
浜
Ｆ
Ｃ

・
西
郷
、
戸
沢
地
域

　

期
日　

8
月
8
日

（木）
、
20
日

（火）

・
袖
崎
、
大
高
根
地
域

　

期
日　

8
月
9
日

（金）
、
21
日

（水）

■
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
防
除

・
戸
沢
地
域
（
葉
山
中
学
校
周
辺
、
樽

石
の
一
部
地
域
、
大
槇
の
一
部
地
域
）

　

期
日　

8
月
7
日

（水）
、
19
日

（月）

・
楯
岡
地
域
（
ヤ
マ
ザ
ワ
村
山
店
周

辺
、
俵
町
・
中
央
・
湯
沢
・
中
町
・

鶴
ヶ
町
の
一
部
地
域
、
道
の
駅
む
ら

や
ま
周
辺
）

　

期
日　

8
月
8
日

（木）
、
9
日

（金）
、

　

20
日

（火）
、
21
日

（水）

・
西
郷
地
域
（
上
宿
の
一
部
地
域
、
碇

地
区
住
宅
地
周
辺
、
ツ
ル
ハ
村
山
西

店
周
辺
）

　

期
日　

8
月
9
日

（金）
、
21
日

（水）

■
問
合
せ
／
Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山

村
山
営
農
セ
ン
タ
ー 

☎
（55）
６
３
１
３

原
爆
パ
ネ
ル
・
シ
ベ
リ
ア
抑
留
絵
巻
物
展

　

シ
ベ
リ
ア
抑
留
絵
巻
物
は
澤
田
精
之
介

氏
（
楯
岡
楯
出
身
）
作
の
長
さ
32
メ
ー

ト
ル
の
墨
絵
と
文
に
よ
る
絵
巻
物
の
複

製
で
す
。

必
要
書
類　

県
営
住
宅
申
込
書
、
62
円

切
手
2
枚

■
問
合
せ
／
県
す
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
２
３（
６
４
７
）０
７
８
１

は
や
ま
ホ
ー
ム
夏
ま
つ
り

　

歌
や
踊
り
の
披
露
、
出
店
を
行
い
ま
す
。

日
時　

8
月
11
日
（
日
・
祝
日
）

　
　
　

午
後
4
時
～
6
時

会
場　

は
や
ま
ホ
ー
ム

■
問
合
せ
／
は
や
ま
ホ
ー
ム

 

☎
（54）
２
０
５
５

水
稲
病
害
虫
の
航
空
防
除

防
除
時
間　

午
前
4
時
45
分
～
10
時
頃

■
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

・
防
除
実
施
中
は
散
布
区
域
に
入
ら
な
い
。

・
防
除
中
は
窓
を
閉
め
る
。

・
洗
濯
物
は
、
防
除
時
間
帯
を
過
ぎ
て

か
ら
干
す
。

・
農
薬
の
散
布
が
心
配
さ
れ
る
場
所
に

自
動
車
な
ど
の
野
外
放
置
は
し
な
い
。

■
有
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
防
除

・
楯
岡
、
大
倉
、
大
久
保
、
冨
本
地
域

期
日　

8
月
7
日

（水）
、
19
日

（月）

申
込
期
限　

8
月
19
日

（月）

■
問
合
せ
／

（福）
市
社
会
福
祉
協
議
会

 

☎
（52）
０
３
２
１

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

　

軽
減
税
率
制
度
や
軽
減
率
対
策
補
助

金
（
複
数
税
率
対
応
レ
ジ
の
導
入
等
支

援
）
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日
・
会
場

8
月
26
日

（月）
・
東
根
市
タ
ン
ト
ク
ル
セ

ン
タ
ー

9
月
3
日

（火）
・
尾
花
沢
市
サ
ル
ナ
ー
ト

時
間　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

持
ち
物　

筆
記
用
具

■
問
合
せ
／
村
山
税
務
署 

☎
（53）
３
７
２
６

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
県
営
楯
岡
ア
パ
ー
ト
（
笛
田
）

募
集
戸
数　

2
戸
（
3
階
・
３
Ｄ
Ｋ
）

入
居
資
格　

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
お
り
、
所
得

が
公
営
住
宅
法
規
定
に
該
当
す
る
方

受
付
期
間　

8
月
2
日

（金）
～
8
日

（木）
消

印
有
効
（
8
月
5
日

（月）
は
休
館
）

が
ん
ば
れ
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
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半額
要電話予約

先着順

最上川三難所舟下り株式
会社

長太郎グループ

ご予約・お問合せ

要電話
予約

0237-56-3535
村山市大字稲下 1110-2

料金
（税込）

◆大人2,000円 ◆小学生1,000円

◆幼児（小学生未満）無料

所要時間 約50分（送迎有60分）

運航時間 10：00、11：50、14：00、16：00

碁
点

最
上
川

三
ヶ
瀬

隼

市民感謝デー
大人1,000円

小学生   500円

8月4日（日）、18日（日）…16：00の便

三
難
所
舟
下
り

広
告

広
告

お
知
ら
せ

MURAYAMA HotNews

　7月21日に行われた参議院議員通常選挙の村山市における投票および開

票結果についてお知らせします。

■山形県選出議員選挙　　　　　　　　　■比例代表選出議員選挙

当日の有権者数 20,790人 当日の有権者数 20,790人

投票者数 13,378人 投票者数 13,376人

棄権者数 7,412人 棄権者数 7,414人

投票率 64.35％ 投票率 64.34％

■山形県選出議員選挙　候補者別得票数（得票順）
候補者氏名（党派） 得票数（票）

大沼　みずほ（自由民主党） 7,233
はが　道也（無所属） 5,853
小野澤　健至（NHKから国民を守る党） 226

■比例代表選出議員選挙　政党等別得票数（届出順）
政党等の名称 得票数（票） 政党等の名称 得票数（票）

日本共産党 744 幸福実現党 35
自由民主党 6,735 立憲民主党 1,499
オリーブの木 29 労働の解放をめざす労働者党 17
社会民主党 693 NHK から国民を守る党 142
公明党 1,254 安楽死制度を考える会 25
国民民主党 885 れいわ新選組 367
日本維新の会 415

※投票者数と得票数の合計の差は、無効投票などです。

※小数点以下は切り捨てて表示しています。

■問合せ／選挙管理委員会事務局  ☎内線401

参議院議員通常選挙　村山市の投・開票結果

　市は、7月9日にヤフー株式会社と「災害に係る情報発信

等に関する協定」を締結しました。これは「ヤフー！防災速

報」アプリをダウンロードすることで、市からの気象に関す

る注意喚起や避難に関する情報、避難所開設状況などの情報

をプッシュ通知で受け取ることができるようになります。

　また、さまざまな防災情報を確認することができますの

で、いざというときに備えましょう。

■問合せ／総務課情報危機管理係  ☎内線213

避難情報をスマートフォンで受け取ることができます

iPhone向け

Android向け

　混雑時の渋滞緩和や墓地利用者の利便性向上を

図るため、楯岡地域の諏訪山霊園頂上に 12 台分

の駐車場を整備しました。ぜひ、ご利用ください。

■問合せ／市民環境課生活環境係  ☎内線116

諏訪山霊園の頂上に駐車場を整備しました

　昨年、甑葉プラザ南側に完成した五日町児童

遊園にすべり台と新幹線の形の遊具を設置しま

した。児童遊園には、広場、水飲み場、東屋、

ベンチ、駐車場なども設置しています。新幹線

が見える児童遊園をぜひ、ご利用ください。

■問合せ／子育て支援課家庭支援係  ☎内線161

五日町児童遊園に遊具を設置しました
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↑市ホームページ ↑子育て支援アプリ↑市観光アプリ

※住民基本台帳法の一部改正に伴い、日本人と外国人の合計数になります。

村山市の人口（7月1日現在）：23,904人　男：11,592人 女：12,312人    世帯数：8,161戸

Vol.01

楯岡沿革図（製作年：明治44年）

楯岡地域

　

村
山
市
の
中
心
市
街
地
と
し
て
、
市
役
所
な
ど
の
官
公
庁
が
集
ま

る
楯
岡
地
域
。
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
る
と
、
楯
岡
城
の
城
下
町
と
し
て

発
展
し
た
後
、
羽
州
街
道
の
宿
場
町
へ
と
変
貌
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

　

楯
岡
城
の
歴
史
は
古
く
、
１
２
０
８
年
に
前
森
氏
が
築
城
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
後
本
城
氏
、
楯
岡
氏
（
最
上
氏
）
と
城
主

を
替
え
な
が
ら
、
１
６
２
２
年
の
最
上
氏
改
易
に
よ
る
廃
城
ま
で
の

約
４
０
０
年
間
、
楯
岡
の
中
心
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

そ
の
名
残
は
、
用
水
と
し
て
使
わ
れ
た
鏡
清
水
や
最
後
の
城
主
・
楯

岡
光
直
が
築
堤
し
た
と
伝
わ
る
湯
沢
沼
、
馬
の
練
習
場
「
馬
場
」
に

由
来
す
る
楯
岡
馬
場
な
ど
の
地
名
か
ら
も
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

奥
州
街
道
の
脇
街
道
と
し
て
、
羽

州
街
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、
楯
岡
は

中
心
的
な
宿
場
町
と
し
て
発
展
し
て

い
き
ま
す
。
宿
場
の
中
心
で
あ
っ
た

本
陣
は
現
在
の
村
山
郵
便
局
に
所
在

し
て
い
ま
し
た
。
大
名
の
参
勤
交
代

や
商
人
の
往
来
に
よ
る
羽
州
街
道
の

発
達
と
と
も
に
、
楯
岡
は
北
村
山
地

域
の
中
心
と
し
て
発
展
し
て
い
き
ま

し
た
。

　

楯
岡
笛
田
の
父ふ

ぼ

ほ

う

お

ん

じ

母
報
恩
寺
北
側
に
鎮

座
す
る
石
鳥
居
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室

町
時
代
に
建
造
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ

て
お
り
、
県
指
定
有
形
文
化
財
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

建
造
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
甑
岳

の
山
岳
信
仰
に
由
来
す
る
も
の
や
小
松

沢
観
音
の
観
音
信
仰
に
由
来
す
る
も
の

な
ど
、
複
数
の
説
が
存
在
し
て
い
ま

す
。
笛
田
の
石
鳥
居
の
他
に
も
、
村
山

地
方
に
は
多
く
の
石
鳥
居
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
す
べ
て

の
石
鳥
居
を
回
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

■
問
合
せ
／

　

生
涯
学
習
課
文
化
係 

☎
内
線

333

鏡清水

石鳥居
Pick Up文化財

（楯岡笛田）

　地域の残されている文化財を
把握し、保存・活用するため、
平成 31 年 3 月に歴史文化基本
構想を策定しました。
　今号から、1 日号で市内の歴
史や文化財を紹介していきます。


